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平成２５年１月教育委員会会議の要旨

１ 日 時

平成２５年１月２４日（木）

開会 １４時 閉会１５時５５分

２ 場 所

教育庁教育委員会室

３ 出席委員

委員長 村上 智真

委員長職務代理者 稲野 靖枝

委員長職務代理者 山縣 俊郎

委員 岡野 芳子

委員 中田 範夫

委員（教育長） 田邉 恒美

４ 出 席 者

教育次長 上野 清

教育次長 竹本 芳朗

審議監 小西 哲也

教育政策課長 河村 邦彦

教職員課長 田坂 祐治

義務教育課長 桑原 一郎

高校教育課長 廣川 晋

特別支援教育推進室次長 石本 正之

社会教育・文化財課長 大嶋 弘行

人権教育課長 尾﨑 敬子

学校安全・体育課長 中村 充範

教育政策課企画監 濵井 昭巳

学校安全・体育課学校安全管理監 清時 崇文

やまぐち総合教育支援センター次長 十河 悟
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議 案

議案第１号『山口県スポーツ推進計画に対する意見について』

【概要】
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【 質 疑 】

○村上委員長：山口県スポーツ推進計画の中の施策推進の方向におけるスポーツ医・

科学の活用について、本県の現状はどうなっているか。

●学 校 安 全 ・ 体 育 課 長：山口国体・山口大会において、競技団体では医師の助言を得て、食事

の指導等を行っていた。山口国体・山口大会後も、競技団体の要請に

応じて医師が指導できるような体制を整えている。

○村上委員長：競技団体に指導等を行う医師は、どこに所属しているのか。

●学 校 安 全 ・ 体 育 課 長：光市の山口県スポーツ交流村に事務局を設け、指導体制の拠点として

いる。また、医師だけではなく栄養士にも協力をいただいている。

○稲 野 委 員：県ではどのようにスポーツ専門医を把握しているのか。

●学 校 安 全 ・ 体 育 課 長：事前に御協力いただける医師の方に登録していただき、把握している。

議案第２号 『文化財の県指定について』

【概要】

山口県文化財保護条例（昭和４０年山口県条例第１０号）第４条第１項の規定に基

づき、以下の文化財を山口県指定有形文化財に指定するもの。

天然記念物

名 称 所 在 の 場 所 所有者

教善寺のサザンカ 宇部市大字西万倉１２４４ 宗教法人 教善寺
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報 告 事 項

◆『平成２５年度（2013年度）山口県立学校職員（実習助手）採用候補者選考試験の結果』に

ついて報告された。

【概要】
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◆『「やまぐちっ子の学力を育む検証・改善委員会」の報告』について報告された。

【概要】
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【 質 疑 】

○岡 野 委 員：「やまぐちっ子の学力を育む検証・改善委員会」からの提案を踏まえ

た取組はいつから実施するのか。

●義務教育課長：いただいた提案の中には、今年度から実施できる取組もあるが、今後、

検討を行い、来年度から具体的な取組として実施していく予定である。

○稲 野 委 員：今後「やまぐちっ子の学力を育む検証・改善委員会」はどのような

活動を行うのか。

●義務教育課長：このたびの「やまぐちっ子の学力を育む検証・改善委員会」は、これ

までの全国学力・学習状況調査結果と本県の課題について、協議をい

ただいたが、来年度以降は、いただいた提案を踏まえた具体的な取組

の成果や課題について、委員構成等を変更しながら協議していただく

予定である。

○村上委員長：全国学力・学習状況調査の各教科の結果から見られる課題についてま

とめた「全国学力・学習状況調査結果等から見られる課題と授業改善

のポイント」は、どこまで配付されるのか。

●義務教育課長：各市町教育委員会や各小中学校に配付する予定である。

○中 田 委 員：学校と家庭、地域が連携した取組の推進も重要であるが、学校同士の

校種間の連携については、どのような取組をしているか。

●義務教育課長：小学校においては、大学生に学校に来ていただき、理科の授業の支援

等をしていただいている。

●高校教育課長：高等学校においては、大学の教員に高等学校で授業を行っていただく、

いわゆる出前授業を実施している。また、進路指導の点からは、高等

学校と大学と協議の場を持つなど様々な取組を行っている。
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意 見 交 換

◆『心の教育の充実』について意見交換した。

【概要】
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【 質 疑 】

○稲 野 委 員：Ｆｉｔ（生活アンケート）の結果の把握や活用は学校で行っているの

か。

●学校安全・体育課学校安全管理監：Ｆｉｔは、子どもたちのアンケートの回答結果から、教員が学校現場

で、気になる子どもの把握に努め、いち早く面談することや学校生活

において注意深く観察することなど早期発見・早期対応につなげるこ

とができる。

○稲 野 委 員：教員が気になる子どもを把握した後の対応が重要だと思うが、教員が

把握した後、事務局としてどのように支援はしているのか。

●学校安全・体育課学校安全管理監：Ｆｉｔの活用については、生徒の適応状態や学級の傾向を分析し、生

徒の状態に応じた支援について検討したり、集団に応じて指導を工夫

したりすることが大切である。事務局としては、これまでも様々な研

修会等をとおして、適切な支援や指導方法について進めているが、引

き続き取り組んでいく。

○稲 野 委 員：今年度、いじめの認知件数が増加していることに対して、教員の認知

力の向上や、いじめに対する子どもたちの意識の変化などが影響して

いるなど、分析を行っているか。

●学校安全・体育課学校安全管理監：いじめの認知件数の増加については、教員の意識や認知力が向上した

こと、あるいは小中学校における週１回の生活アンケートの実施、社

会的な意識の高まりであろうと分析している。今後も引き続き、教員

の認知力の向上に努めていきたい。

○岡 野 委 員：問題行動等調査からみた本県の状況のうち、中学校１年生から中学校

３年生に進級するにつれて、不登校の生徒数が増加しているが、なぜ

か。

●学校安全・体育課学校安全管理監：子どもたちの発達段階である思春期や、初めて迎える受験など様々な

要因が指摘されている。そのため、小中間で同じスクールカウンセラ

ーを配置するなど、小中連携を行うとともに、今年度は、不登校の未

然防止を目的に魅力ある学校づくり調査研究事業として、県内１中学

校区を指定して、取組を進めているところである。

○村上委員長：心の教育に関わるゲストティーチャーの学校訪問などはあるのか。ゲ

ストティーチャーの話を聞くことは、子どもたちにとって大切であり、

地域の方が学校に関心を持つことにもつながると思われる。

●義務教育課長：「地域人財」の活用として、語り部の方から自身の体験談などをお話

しいただくことがある。また、心にふれる芸術を大切にしているため、

芸術関係の方ととも連携し、全県的に心の教育の推進を図っていると

ころである。
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【主 な 意 見】

○稲 野 委 員：今年度のいじめの認知件数の増加理由を分析することにより、生活ア

ンケートの効果や、道徳教育の成果が出ているなどの検証が行うこと

ができるのではないか。

○稲 野 委 員：全国学力・学習状況調査の本県の結果のうち、子どもたちのいじめに

関する項目への回答結果に加え、なぜそのように思うのか、今までは

どう思っていたのかなど、子どもたち自身の意識の変化を捉えるよう

な追加の独自調査をすることにより、道徳教育の成果の分析につな

がるのではないか。

○岡 野 委 員：本県の全国学力・学習状況調査の結果のうち、望ましいと思われる回

答が多くなるようにするには、心の教育の充実が必要ではないか。

○教 育 長：財団法人日本青少年研究所の日本、アメリカ、中国及び韓国の４か国

の子どもたちを対象とした高校生の生活意識と留学に関する調査をみ

ると、「自分を価値ある人間と思うか」という設問について、日本の

子どもたちだけ、自分を肯定的にとらえる回答の割合が低いという結

果が出ている。自己肯定感を持つ子どもたちが増えるよう、今後も、

子どもたちの良いところを認め、その良さを伸ばす中で課題を解決す

る取組を心がけていきたい。

○村上委員長：子どもたちに対する心の教育を推進するだけではなく、教員に対して

も心の教育を充実させる必要があるのではないか。

○岡 野 委 員：子どもたちや教員自身の心の教育は重要であるが、保護者等に対する

心の教育も重要である。そのため、学校と家庭の連携や、学校と地域

の連携の取組の中、リーフレットの周知などを実施してはどうか。

○山 縣 委 員：心の教育では、関係課と連携し、多種多様な取組を実施しているが、

行動規範などについて朗読するなど単純であるが、子どもたちの意識

を形にする取組により、心の教育が子どもたちの規範意識を育む以上

の効果につながるのではないか。

○岡 野 委 員：教職員のための指導資料「子どもたちの規範意識を育むために」では、

小学校と中学校の連携の記載はあるが、高等学校等との連携の記載が

ない。今後、新たな校種間の連携のリーフレットを作成する場合は、

幼稚園から高等学校までの一環の連携の視点を入れてはどうか。


